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ふくつミニバス停留所 

みやじの美しい風景  みやじ浜 

毎年多くの方が参拝に訪れる宮地嶽神社からのびる「光の道」は CM をきっかけに全国的に知られるように
なりました。宮地嶽神社からみると「光の道」の先には遠浅の美しい海岸が広がります。みやじ浜です。夏
は海水浴で賑わい、２月と 10 月の「光の道」の先に夕陽が沈む頃は、茜色に染まる夕陽をたくさんの人が写
真におさめています。 
海岸入り口の参道の先に夕陽風景時計が設置されていて、年間の夕陽が沈む時刻と方向がわかるようになっ
ているのも見どころです。 
この海岸は、毎朝ボランティアの方々の清掃活動で美しく保たれています。お話を聞くと、信じられないよ
うなゴミもあるそうです。この美しい海や砂浜には、貴重な生き物も生息しています。美しい環境を未来に
繋げられるように、ひとりひとりが配慮していきたいものです。 
西鉄バス「津屋崎～鐘崎線」（1-2 路線）ルート一部変更 

福津市広報でも案内されたように、西鉄バス宗像の運行する「津屋崎～鐘崎線」（1-2 路線）のルートが一部
変更となり、10 月 1 日より新ルートの運行が始まり数カ月が過ぎました。 
宮司郷づくり事務所の前がバス停という事もあり、様子をうかがう事が出来ました。左側の写真の停留所は
宮司コミュニティセンターの敷地にあります。道路面と段差があるので乗降にお気を付けください。中央の
写真は逆方向側の停留所ですが、狭くなっているので十分気を付けて欲しいと思います。右側の写真は「ふ
くつミニバス」の停留所です。宮司コミセンの屋根があるので雨の日も大丈夫です。みやじ浜海岸もすぐ近
くですし、宮司コミセンの近所にはかわいい雑貨屋さんなどもあります。お天気の日にはバスでお出かけし
て散策するのも良いですね。 
 

西鉄バス停留所 
 



 

 

郷育カレッジふくつ散歩「みやじ」編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

津屋崎小学校生徒とのふれあい学習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
今後の予定（新型コロナウイルス感染症拡大の状況によっては変更になる場合があります） 
  11 月 20 日  戦没者墓地公園清掃（8 月 7 日実施延期分）午前 8 時から一時間程度 
  12 月 12 日  みやじ餅つき大会⇒中止が決定し中止が決定し中止が決定し中止が決定していていていていまままますすすす    
  12 月 16 日  第 9 回定例役員会   午後 6 時から 

1 月 20 日  第 10 回定例役員会  午後 6 時から 
2 月 17 日  第 11 回定例役員会    午後 6 時から 

   未定         視察研修 
3 月 5 日      松林育樹祭      午前 9 時から 
3 月 17 日   第 12 回役員会    午後 6 時から 

コロナ禍のなか市のバスが利用できなかった為、全部の史跡はまわれませんでしたが、時期的に夕陽が綺麗
なこの時期に海岸から沈む夕日を観ようと企画しました。はじめは、宮司コミセンにて座学を行いました。
今年度は宮司松林周辺の鳥類について、環境景観部会環境調査班の中村さんに説明してもらいました。生き
物にとても詳しく、たびたび小学校でも説明に出向かれています。鳥の名前の由来や生態など語られるたび
に「へ～」と受講生から声があがりました。また宮司地区にある史跡の資料にもとづいてお話させてもらっ
たのち散策にでかけました。最終目的の夕陽は雲から顔を出したり隠れたりの繰り返しでしたが、当日はお
天気も良く、波も穏やかで海もとてもきれいでした。 

夕陽風景時計 蒙古戦没者の供養塔 座学の様子 
 

津屋崎小学校ではふるさと学習カリキュラムの一環で地球温暖化をテーマに 5 年生の環境学習の授業が 11 月
2 日の津屋崎校区研究発表会にむけて行われていました。宮司郷づくり環境景観部会環境調査班の中村さん
は、生物に詳しい立場から、授業に参加しました。「絶滅危惧種の海の貝を守ろう」の授業では採取した貝の
名前や、特徴を細かく教えていました。中村さんは見つけたものを細かく調べ、書き留める事が大事だと伝え
ていました。子ども達は本当に珍しい貴重な貝を見つけたようです。中村さんはとても感心していました。 
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オンライン学習の様子 


